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概要 
「さがして ためして みらいーら」は館内の⾃然、光、宇宙、⾳、⼒の５つのゾーンを参

加者が問題⽤紙にならって巡り、常設展⽰で実験・観察をしながら問題を解く親⼦向けのコ
ンテンツである。2021 年 12 ⽉ 25 ⽇から実施し、2022 年 12 ⽉ 24 ⽇からは第 2 弾「さが
して ためして みらいーら２」に内容を更新した。本稿に「さがして ためして みらいーら」
の作成、実施への過程をまとめた。 
 
１． はじめに 
 当館の利⽤者は、休⽇には⼩学⽣（特に低
学年）や未就学児のいる家族が⽬⽴ち、平⽇
は保育園・幼稚園・⼩学校の団体利⽤が多く
を占めている。科学館の展⽰は体験者が実
験・観察をすることで科学原理や⾯⽩さを
学べるようになっているが、未就学児や⼩
学校低学年の⼦どもたちが今の展⽰を通し
て、⾃ら科学原理を理解することは少しハ
ードルが⾼く、展⽰物を使った「遊び」に留
まってしまうことも多い。また、保護者に⽬
を向けても、職員に代わり展⽰を解説し、理
解を深めることはそう簡単ではないという
ことが、聞き取り調査や職員の実感として
ある。 

親⼦で⼀緒に遊びながら「学ぶ楽しさ」を
感じてほしい、このような想いから低年齢
の⼦どもたちでも楽しく学ぶことができる
コンテンツの作成に⾄った。 
 
２． 科学を学ぶ仕掛け 

「科学を学ぶ」と⾔えば、多くの⼈がまず
初めに学校が思い浮かぶだろう。当館でも
学校向けの展⽰を使ったワークシートを作
成しているが、学校によって、利⽤⽬的はさ

まざまであり、ワークシートを活⽤してい
る場⾯はなかなか⾒られない。また、どうし
ても現在のワークシートは「問題集」のよう
なイメージが強く、難しそうと感じている
のかもしれない。 
 2020 年の夏に実施した「ヒラメキ ナゾ
トキ みらいーら」※１は、当時流⾏してい
た謎解きを科学館の常設展⽰を使って⾏う
もので、問題冊⼦を使って参加者が謎を解
きながら館内を巡る企画であった。問題を
作成するにあたり、「謎解き」なので⼤⼈で
もやりごたえのある内容を意識したもので
あったが、⼀⽅で、⼦どもには少し難しいの
ではないかとの懸念もあった。 

しかし、実施してみると予想に反し親⼦
が⼀緒に考え、謎を解きながら館内を巡り、
最後の謎が解けたときの達成感を分かち合
う姿がとても印象的であった。⼦どもたち
が学ぶ場が学校以外にもあると改めて気づ
くとともに、展⽰を使った問題をつくるこ
とで解説が無くても、参加者⾃ら科学を学
ぶ仕掛けになりえると実感することができ
た。 
３．親⼦で科学を学ぶきっかけに 

親⼦向けの問題冊⼦にするメリットは、



科学の⾯⽩さを親から⼦へ伝える機会を設
けられることである。また、⼦どもを連れて
きただけだった親が⼀緒に取り組むことで、
親⾃⾝も科学の⾯⽩さを再認識する機会に
なる。つまり、⼦も親も能動的に展⽰で科学
の実験・観察に取り組み、学ぶことができ
る。 

では、親⼦で展⽰を楽しみながら学べる
問題冊⼦とはどのようなものが良いのか、
また、当館の来館者に多い低年齢の⼦ども
達でも参加できるようにと考えたところ、
以下のポイントがあった。 
・展⽰を使った問題 
 （展⽰を体験すると答えが分かる） 
・分かりやすい問い 
・少ない問題数 
・答えは記述ではなく選択式 
・選択肢の数 
・要点を端的にまとめた解説 
以上をふまえて冊⼦の内容を作成した。 

 
４．全部カプセルに詰め込んで 

ただ問題冊⼦を作って置いておくだけで
は興味をひくことは出来ず、敬遠されるか
もしれない。フリーペーパーとして置いて
おくだけでは⼿に取って終わる可能性も⾼
い。楽しそう、⾯⽩そうと思わせるには少し
ゲーム要素を⼊れる必要があるのではない
か。販売⽅法について、このような議論がな
され、ここでも過去に実施した「ヒラメキ 
ナゾトキ みらいーら」の経験を活かして検
討した。 

「ヒラメキ ナゾトキ みらいーら」では
カプセルに参加券を⼊れて販売、参加者は
参加券を購⼊し問題冊⼦と交換する。カプ
セルトイマシーンを回したいという⼦ども

の欲求もあり、売れ⾏きは好調であった。 
このときに⼀時的に使⽤した「ゆめたまご」
※２だが、展⽰室内でも⽬⽴つものであるた
め、イベント終了後でも、来館者の注⽬を集
めていた。 
そこで、カプセルトイマシーン⾃体の⾯⽩
さ、モニュメントとしての「ゆめたまご」の
注⽬度の⾼さを利⽤し、問題⽤紙を「ゆめた
まご」のカプセルに詰めて販売することと
した。 
問題も、⾃然、光、宇宙、⾳、⼒の５つの展
⽰ゾーンを巡って逃げ出した「ゆめたまご」
の中⾝を探すという内容にし、ゲーム要素
を加えた。 
チーム内で問題とタイトルを熟考し「さ

がして ためして みらいーら」※３が完成し
た。 

 
５．どうする「ゆめたまご」 

2021 年 12 ⽉ 25 ⽇から１年間、運⽤した
「さがしてためしてみらいーら」。利⽤者の
反応はとても良く、「楽しい」「夢中になれ
る」など嬉しい声がたくさん寄せられた。ま
た、当初の⽬的であった、親⼦で展⽰を回
り、科学を楽しんでもらうということにつ
いてもおおむね達成できていたこともあり、
当初４ヶ⽉程度の開催予定を延⻑した。さ
らには、何度も参加してくれるリピーター
もいて、他の問題も解いてみたいという声
があったため、内容を刷新し、第 2 弾を制
作した。 

第２弾もコンセプトは変えず、前作を体
験した⼈にも引き続き利⽤してもらえるよ
うに内容を⼯夫した。第１弾の反省で出さ
れた「少し難しい問題がある」「複雑なので
は」という意⾒を活かし、よりシンプルに、



分かりやすいものを⼼掛けた。タイトルは
連続性を持たせるため「２」をつけるのみに
留めた。 

2022 年 12 ⽉ 24 ⽇から「さがしてためし
てみらいーら２」※４の運⽤を開始している
が、現在のところ第１段を上回る参加者が
あり、順調である。特に実施期間は明記して
いないが、1 年で更新するのかしないのか
はまだ検討中である。どうするかはお楽し
みに。 
 
 
※１ヒラメキ ナゾトキ みらいーら 

 
ポスター 

 
実施⾵景 

 

 

※２ゆめたまご 

 
カプセルトイマシーンを埋め込んだ、展⽰
物。巨⼤な卵型をしており、上部にはカラフ
ルなカプセルが飾られており、⼦どもたち
の⽬を引きやすく、⼈気がある。 
 
※３さがしてためしてみらいーら 

 
ポスター 
 
※４さがしてためしてみらいーら２ 

 
ポスター 


